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第一課　　アッセンブリー前史
Ⅰ　教会の歴史とペンテコステ運動
  アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団（以下アッセンブリー教団と略称する）は、２０世紀初頭より始まったペンテコステ運動から成立した。アッセンブリー教団の歴史は、ペンテコステ運動の歴史と切り離して考えることはできない。ペンテコステ運動は、使徒行伝１～２章に記録されている「五旬節（ペンテコステ）の日に、初代の使徒達が受けたと同様の聖霊経験が、この現代にも実際に起こるのだ。」という確信に基づいて起こった。このことから、この経験を重んじる人々や教会はペンテコステ派と呼ばれている。
　使徒行伝２章に記録されている五旬節（ペンテコステ）の日の聖霊降臨が教会の成立の原点であることは、全教会が認めるところである。使徒行伝は聖霊行伝とも言われており、聖霊の主体性によってキリストの福音が使徒達を通して宣べ伝えられ、キリストの教会が形成されていく状況が描かれている。
　ペンテコステ運動は、現代の教会のあり方に対し、使徒行伝に描かれている
「聖霊によって形成される教会」に回帰することを願って始まった運動といえる。キリスト教会の歴史は、聖書に帰る事によって刷新するという繰り返しの歴史であったといえる。教会が成長するとともに、組織が形成され、やがて礼拝が形式化して「いのち」を失うに及ぶ。そこで人々は魂の内に霊的飢え渇きを覚え、聖霊のいきいきとした喜びを求めるようになった。
　２世紀に入ると、教会の組織化の中で聖霊の賜物の自由は制約されるようになり、ＡＤ１５６年、人々が絶えず聖霊の満たしとビジョンに生きるよう求めて、過激で熱狂的なモンタノス運動が発生したりもした。その後、中世まで、特に顕著な聖霊の働きについての記録はない。
　１６世紀に入り、ルターが聖書の光に導かれて教会の制度と救いの教えの矛盾を指摘することによって、宗教改革が始まった。そして聖書が一般民衆の手にわたり、プロテスタント教会は、聖書の光によって、聖書に帰るたびに新しくなるという道をたどる。そこでは、初代教会への関心が払われ、ペ
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ンテコステ的な賜物への関心と、実践が起こったといわれている。しかし、それはごくわずかにすぎず、聖霊の賜物に関する経験は、過去の出来事として否定される傾向となっていき、宗教改革で活性化された教会は、１７世紀には再び冷たい教条主義に陥ることになる。一方、宗教改革によって信仰の権威は「聖書のみ」という原則に立って、聖書を信じ、聖書を重んじ、聖書に従う人々が起こり、彼らは修養会を教会の中で開き、個人的な信仰の救いの体験を求め、聖化を求めた。この流れは敬虔主義運動といわれている。
１８世紀頃になると合理主義の台頭の影響が教会にも浸透し、再び教会は霊的生命を失い、退廃の道をたどるが、敬虔派の感化を受けた英国のジョン・ウエスレーは自己の回心の体験を通し、聖書の信仰が生きた生命である事を知り、聖霊により新生した人だけが神を知ると確信し、更に、キリスト者の完全を求めて聖化を強調した。これがメソジスト運動として知られるようになる。これは教会の中の刷新運動であったが、ジョン・ウエスレーの死後組織化され、一つの教派として成長し、新大陸アメリカで強力に広がっていった。アメリカでは南北戦争後には、社会の落ち着きと共に教会は世俗化し、礼拝は形式主義に陥っていった。また、ヨーロッパの自由主義神学の影響で聖書の権威が失われ、急速に霊的生命力を失い、メソジスト運動も一世紀を経ないうちに形骸化がすすみ、力を失っていくようになる。しかし、ウエスレーの「キリスト者の完全」を実践する命脈は真剣なクリスチャンに受け継がれ、新生だけでなく、「聖霊のバプテスマ」による「完全な潔め」を求める人々がホーリネス集会協議会を組織するようになる。ここでは「聖霊のバプテスマ」は回心とは別に起こるものだが、カリスマ的な現象は強調されなかった。それとは別に新生に続く第二の経験としての「全き潔め」から、更に「第三の恵み」として「聖霊と火のバプテスマ」があると主張し、聖霊経験を求める働きが発生したが、この流れがのちのペンテコステ運動の一つの背景となった。
Ⅱ　ペンテコステ運動の発端
　ペンテコステ運動の発端は、一般に米国のカンザス州トペカのベテル・バイブル・カレッジでおこった「異言の伴う聖霊のバプテスマ」の経験に始ま
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るとされている。ベテル・バイブル・カレッジの校長チャールズ・フォックス・パーハムは、１５歳になる前、すでに組合教会で信徒説教者となっていた。後にメソジスト派と協力関係をもつようになり、ホーリネス運動に参加する。彼は、「完全な潔め」をどれだけ実践しようとしても、クリスチャンはなお偉大な力の賦与を必要としていると自覚し、聖霊の力の賦与が必要であると信じる者の一人であった。彼は１９００年１０月カンザス州トペカでベテル・バイブル・カレッジを開設した。彼は２７歳であった。当時ホーリネス派の中で行われていた「信仰の家」方式で運営がなされ、授業料は一切取らず、祈りと信仰により神が支えられるという経営方針であった。当初４０人が入学し、そのうち１２人がすでに教職経験者であった。
　１９００年１２月後半、パーハムはカンザスシティに出かけることになり、留守中の宿題として学生達に、人が聖霊のバプテスマを受けると何かの証拠が与えられるかどうかを、聖書研究によって調べるように指示した。
　学生達は使徒行伝を調べ、「聖霊のバプテスマ」を受けたときに共通する外的証拠として「異言を語る」という現象があると結論づけた。これを契機にして学生達は使徒行伝に合致する体験を求めた。１９００年１２月３１日の夜、４０人の学生と７０人の人々が参加して、祈祷会を行っていた。そこで学生の一人、ミス・アグネス・オズマンが異言で祈り始めた。その異言は中国語であった。彼女は三日間英語が話せなかったいう。
　その後、授業は中断され、３日間にわたり学生達も次々に受霊し、パーハム自身も１月３日に受霊した。受霊は宣教の証人としての力の賦与であることから、パーハムとその学生達は「終わりの日」の切迫感をもって、「全世界に出て行って福音を宣べ伝える」迫りを受け、ただちに行動に移した。３週間後、自然休校となり、伝道旅行に出発することになる。しかし、彼らを待ち受けていたのは生活苦、迫害であった。既成教会の痛烈な批判、新聞の悪意に満ちた宣伝に忍耐をしなければならなかった。しかし、パーハムは、重病のメアリー・アーサーという婦人に出会い、この婦人が癒されることによって、カンザス州ガレナで道が開かれ、超自然的な数々の奇跡と救いがなされ、３カ月のリバイバル集会が続くことになる。そして、カンザス州、ミズリー州、テキサス州の各地で働きが進められ、１９０５年の冬までに、テキサス州だけで２万５千人のペンテコステの信徒と、６０人の説教者が与え
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られたといわれている。パーハムは、このような導きを背景にヒューストンで再び聖書学校を１９０５年に開始することになる。
　ペンテコステの小さな伝道隊が編成され、アラバマ・フロリダ西部へ伝道が進められていった。そして、パーハムの聖書学校で学ぶウイリアム・シーモアという黒人青年によって、ロスアンゼルスにリバイバルの火が点火されようとしていた。
    第二課　　ペンテコステ運動の拡大
Ⅰ　ロスアンゼルス・リバイバルとペンテコステ運動の影響
　ペンテコステ運動は、１９０６年のロスアンゼルス・リバイバルによって大きく拡大することになる。パーハムが設立したヒューストンの聖書学校にすでにホーリネスの説教者であった黒人のウイリアム・シーモアが入学していた。彼は「全き潔め」を第二の恵みとして認めつつ、全く別に「聖霊のバプテスマ」の体験が必要であり、聖書に基づけば受霊には異言が証拠として必ず与えられる事を納得していた。しかし、彼はまだ異言を語る経験はしていなかった。ロスアンゼルスから黒人婦人ニーリー・テリーがヒューストンを訪れ、聖霊のバプテスマを受けた。敬虔で熱心なシーモアと出会い、彼女の所属するロスアンゼルスのナザレン教会に協力牧師として推薦する。シーモアは招かれ、第一回目の説教で使徒行伝２章より、聖霊のバプテスマを受けたなら異言を語るであろうと語った。ナザレン教会では「全き潔め」は、「聖霊のバプテスマを受けたこと」として教えられていたため、シーモアは断られる事になる。途方に暮れている彼に、ニーリー・テリーは親戚のアズベリー夫妻の家庭を解放してもよいとの申し出を伝え、ボニーブレ・ストリートで家庭集会を始めた。
　シーモアは、３ケ月にわたり、静かに聖霊に従って説教した。１９０６年４月９日、７人の人が受霊し、そのことを多くの人々が聞くところとなり、人々が集まってきた。人々が溢れたためアズサ・ストリートにあった、かつ
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てはメソジストの教会で、その時には馬小屋として使われていた倉庫を借り受けて集会は始められた。毎朝１０時から、翌朝３時まで、３年間１日の休みもなくリバイバル集会は続き、救い、潔め、受霊、いやしが語られた。多くの奇跡が現わされ、癒され、受霊する人々が起こり、そのニュースは、全世界に伝えられた。そして、多くの人々が全世界から訪れ、ペンテコステ運動として大きく発展することとなった。
　米国内では、多くの教派の教職も影響を受け、各地にリバイバルの火は広がっていった。シカゴのバプテスト派の牧師であったウイリアム・ダーハムもその一人であった。彼は、アズサでの集会で受霊経験をし、強烈なペンテコステ真理の支持者となり、後にアッセンブリー教団の設立に大きな役割を果たすこととなる。ダーハムは受霊後、毎晩連続で集会をして、ペンテコステの恵みを多くの人々に語った。人々の中にはカナダにペンテコステ運動をもたらしたＡ・Ｈ・アギュー、そして後にアメリカ・アッセンブリーズ・オブ・ゴッドの初代議長となったコードラス・Ｎ・ベルもいた。
　このようにロスアンゼルス・リバイバルからペンテコステ運動は、全世界に拡大していくことになる。
Ⅱ　世界に広がるペンテコステ運動
　ロスアンゼルス・リバイバルは、直接的、間接的に世界各地の教会に大きな変革をもたらすことになった。ノルウェーのオスロにあるメソジスト教会の牧師であるトーマス・ポール・バラットの受霊体験は、北欧とヨーロッパ一帯のペンテコステ運動の発端をつくる契機となった。１９０５年、バラットは新しい大会堂建築の募金のため、ニューヨークに来ていた。彼は募金がうまくいかなくなり、失望していた。彼は霊的飢え渇きを覚えて、ウェールズのリバイバルに関心をもち、また、チャールズ・フィニーの伝記にふれ、「より深い恵み」を求めるようになった。この頃、ロスアンゼルスのアズサ・リバイバルのニュースを聞き、彼は１９０６年１１月１６日に「異言の伴う聖霊のバプテスマ」を受けた。彼は募金には成功しなかったが、聖霊の能力に溢れて帰国し、神の器として用いられることになる。彼の聖霊の恵みについての宣教により１６名の人々が受霊し、やがて１９１６年オスロに非国教
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会としては最大のフィラデルフィア教会を創設し、ヨーロッパのペンテコステ運動の拠点となった。
　ノルウェーの聖霊経験のニュースは、いち早くヨーロッパに広がり、多くの人々がペンテコステの恵みに関心をもつようになった。１９０７年スウェーデンのバプテスト派の牧師レウイ・ペテロスは、オスロのニュースを聞き、バラットを訪れ、聖霊のバプテスマを受けることになる。彼は２２歳の若さであったが、ヨーロッパ最大の４０００人を収容するペンテコステの教会をストックホルムに設立した。バラットは、その後もスウェーデンのペンテコステ運動に協力し、大きな影響を与えた。１９０７年、デンマークにおいてもリバイバル集会をもち、ペンテコステの火はここにも点火された。更にバラットは、「十字架の勝利」というペンテコステの信仰雑誌を出版し、それはフィンランド語、スウェーデン語、ロシア語、ドイツ語、スペイン語、英語などに翻訳された。全ヨーロッパにペンテコステ運動を拡大するのに、この信仰誌は大きな力となった。
　ペンテコステ運動の一つの特徴は、一人の人物から始まったというよりも、まさに「終わりの時」のしるしとして、全世界で同じころに不思議にも聖霊を求めるクリスチャンの群れが起こり、「聖霊のバプテスマ」を受ける現象が現れたということである。
　東洋では１９０６年インドのアンランデバトでパンディタ・ラマダイという社会福祉事業家クリスチャン婦人が、熱心に聖霊を求め、結果として聖霊のバプテスマを受ける事によって、ペンテコステ運動が起こされている。そして、ヨーロッパ、米国の宣教師によって、中国、チベットにペンテコステの恵みは広がっていった。今日、日本、韓国、オセアニア、東南アジアを中心に全アジアなどにペンテコステ運動は結実している。
　現在では南米において、聖霊の特別な働きを見ることができる。チリにおけるペンテコステ運動は、アメリカ、ヨーロッパの流れと関係がない。
１９０７年、チリのバルパライソのメソジスト教会でカリスマ的現象が起こる。牧師であったウィリス・Ｃ・フィーバーの指導のもとに伝道集会で１５０人の人々が受霊し、リバイバルの端緒となった。ブラジルでは、アメリカやスカンジナビアの宣教師の働きによって、聖霊の恵みが伝えられ、それはやがて１０００万人の信徒を擁するブラジル・アッセンブリーズ・オブ・
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ゴッド教団となった。その時点でブラジルのプロテスタント人口の９０％を占めたといわれていて、今もなお増加しつつある。今日の国際情勢の中ではロシア、中国、東欧など共産政権崩壊後、急速にペンテコステ運動は拡大しているといわれ、中国では実態は定かでないが７５００万人のクリスチャンの殆んどがカリスマ的恵みのもとにあると言われている。
第三課　　アッセンブリーズ・オブ・
                      ゴッド教団の発端と教理
Ⅰ　アッセンブリー教団の成立
　ペンテコステ運動は、１９０１年カンザス州のＣ・Ｆ・パーハムの指導するベテル聖書学校での聖霊傾注が起点として考えられてきた。それは、聖霊のバプテスマの経験の客観的「しるし」としての「異言」が、聖書から弁証され、位置付けられたことによる。
　本来、ペンテコステ運動は、新しい教派を設立する意図はなく、クリスチャンの霊的覚醒を目指すものとされていた。Ｃ・Ｆ・パーハムは、様々な意味で初期のペンテコステ運動の指導的立場にあり、Ｗ・シーモアもロスアンゼルス・リバイバルの端緒で用いられた人として大きな影響を与えた人であった。しかし、この二人は共にホーリネス運動の中から聖霊のバプテスマを経験していて、ホーリネスの教理の新しい展開に導かれていった。彼らはジョン・ウエスレーの説を基本的に第一の転機的経験として「新生」、第二の転機的経験として「全き潔め」、奉仕の為の力の賦与として、「聖霊のバプテスマ」を第三の転機的経験として理解していた。
　しかし、ペンテコステ運動では、様々な教派や教会の背景の人々が受霊していた。先に述べたシーモアによって受霊に導かれたＷ・ダーハムは、バプテストの牧師であって、贖罪の理解は改革派的な理解をもっていて、救いと潔めを経験的に二つに分けることに疑問を感じた。贖罪は不完全ではなく、すべてカルバリーで成就され、十字架を信じる時、罪の赦しと潔めがもたら
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され、聖化は漸進的に実を結ぶとした。それは「カルバリーで完成された業」説として知られた。ホーリネス以外のクリスチャンは、多くの人々が感化を受け、リーダーシップのある教職がいるところではグループとして成長した。
　Ｅ・Ｎ・ベルは、後のアッセンブリー教団の初代議長となるが、彼はアリゾナ、テキサス、オクラホマの南西部でリーダーとして用いられ、「アポストリック・フェイス」という新聞を発行していた。一方、南東部、北カロライナ、フロリダなどでは、Ｈ・Ｇ・ロジャースがリーダーとなった。南東部と南西部のグループが連携して、１９１２年に一つになり、チャーチ・オブ・ゴッド・イン・クライストの名称を用い、新聞は南東部グループの「み言葉と証し」に統一したが、編集はＮ・ベルが受け持った。
　この団体は、協議会的性格のもので、いくつかの問題があった。その第一は、教理的に明白でないことであり、第二に集会の方法や秩序が不統一、第三に財産管理のため法的に公認される必要があり、教職の証明の問題もあった。そのために共通した理解で統一する必要が生じていた。
　１９１３年１２月２０日、「み言葉と証し」誌上に「ペンテコステの聖徒とチャーチ・オブ・ゴッドの大会」の広告が出され、全米、カナダ、海外の宣教師にも呼びかけられた。その内容は、１．教理と名称の統一、２．一つの団体となって効果的宣教をする、３．海外支援、４．法的な公認、５．聖書学校の設置などを大会の目的にあげている。大会は１９１４年４月２日、アーカンソー州のホットスプリングスのオペラハウスで開催された。神学や形式、組織への批判で始まったペンテコステ運動の性質からして、組織や教理の設立について、当然、反対や批判が渦巻いた。しかし、このような反対にもかかわらず、全米、カナダや海外から集まった約３００人の教職とペンテコステ信徒は次のような大会宣言を採択し、アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団は設立された。
　「我々はこの大会をペンテコステ（受霊によってバプタイズされた）の聖徒の総会として認定する。我々の目的は統治規則の立法化や、集会の上に権威をふるう事や、聖書的地域教会の権利や特権を奪い取る事ではない。礼拝、一致、交わり、働き、神の業に対する聖書的方法と秩序を認める事、すべての非聖書的方法、教理、行為を否定して、すべての聖書的真理と行為を認めることが目的である。－後略－」。そして次のような項目を決議した。
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　１．名称をアッセンブリーズ・オブ・ゴッドとする。
　２．教団の働きの目的は宣教活動の推進である。
　３．詳細な信仰告白は採択せず、「異言の伴う聖霊のバプテスマ」「全き潔め
　　　は転機的というより漸進的に求められる。」の二つを確認する。
　４．機関誌として「み言葉と証し」（月間）と「クリスチャン・エバンジェル」　　　（週間）を公式なものとする。
　５．各地域教区を設置する。
　６．婦人教職を認める。
　７．離婚者が再婚する時、教職資格は停止される。
　８．木曜日を祈りの日とする。
　９．教職は聖書学校で修学するか、通信教育によって履修する。
　10．組織運営は選ばれた１２名の長老（理事）によって行われる。
　　　初代議長にＮ・ベルが、書記にＪ・Ｒ・フラワーが選ばれた。
Ⅱ　教理の問題
　アッセンブリー教団は創立したが、最初から二つの大きな問題に直面した。その一つは組織化をどのようにするかであったが、最も単純な組織にすることによって解決した。全国組織と地域教会（個教会）は同等とし、地域教会の自主性を重んじた。全国では長老会（理事会）をおき、長老は総会で選任された。教団の機能は宣教することであった。次は教理の問題であったが具体的な策定は見送られ、「聖霊で霊感された聖書は信仰と実践の充分な規律であり、我々はそれから取ることも、それに加えることもすべきでない。」という宣言がなされただけであった。しかし、アッセンブリー教団の創立の基本的要因は「全き潔めを確認できた時点を聖霊のバプテスマと考える」ホーリネス運動の教理的疑問に対する解決としての総会宣言であることはあきらかである。
　しかし、三位一体を否定する「ジーザス・オンリー＝ワンネス＝イエスのみ」の教理をめぐる混乱は続いた。１９１５年５月１１日、セントルイスでの第二回総会ではワンネスの教理問題が再び提起されて、三位一体の教理が確認されたが､その年の７月､テネシー州ジャクソンビル市で開催された合同
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キャンプで強烈な問題が生じた。総理Ｎ・ベルも講師の一人であったが彼は進行役等多忙のため他の講師に代わってもらうべく、Ｈ・Ｇ・ロジャースに説教を依頼した。彼はすでにワンネスの教理を受け入れた著名な説教者であった。ロジャースは使徒行伝２章３８節から説教した。そこには、アッセンブリーの指導的な説教者、オパーマン、ゴス、ヘイウッド、ホールなどがいたが、彼らは「ワンネスの教理」を受け入れ、「イエスの名によるバプテスマ」を受け、総理のベルまでが「イエスの名」によって受洗した。このニュースは全米に広まり、各地でワンネスに転向する者が続出した。ワンネスの教理は、また、オンリージーザスとも言われ、三位一体を否定するものであった。１９１３年４月ロスアンゼルスの郊外で開かれていた世界ペンテコステ・キャンプ集会における説教で、Ｒ・Ｅ・マカリスターは「使徒行伝では使徒達は『イエスの名』によってバプテスマを施している。これこそが聖書的である」と主張した。そして、マタイ２８章１９節による、父・御子・聖霊の名による洗礼を否定した。また、シェプという青年が明け方突然「わかった、わかった。」と叫びだし、教会が力を失ったのは「イエスの名の力」を失った事によると主張した。これはペンテコステ運動が陥っていた典型的な聖霊経験優先の聖書解釈からくるものであった。聖書解釈を無視し、聖書の真理の主観的確証に走ったものであった。ワンネスは、「神挌に三つの位挌があるのではなく、一位挌の神に三つの顕れがあるにすぎない。」という様態論であり、実質的に三位一体を否定し、無視するものであった。ダーハムに導かれた説教者エトワルトはこのワンネスの教理を確立させたといわれている。アッセンブリー教団の最初の書記となったＪ・Ｒ・フラワーは、伝統的な三位一体に立脚し、これにＪ・Ｎ・ウエルチが同調した。そして、１９１５年１０月１日、第三回セントルイス総会で三位一体とワンネスの論議がされた。結論が出ずに、先送りとなったが、Ｎ・ベルが総理を辞任し、Ｊ・Ｎ・ウェルチが第二代総理に就任した。１９１６年１０月１日、再びセントルイスで第四回総会が開かれ、「基本教理の設定」について協議され、「基本教理の声明」が採択された。これによって厳密な三位一体の教理に立つことが確立した。ワンネスを信奉する教職が１５６人脱退し、４２９名となっ
た。しかし、ここで制定された１６項目の「基本教理の声明」は、アッセンブリー教団が伝統的神学基盤に立っている事を内外に表明した歴史的意
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義をもっている。その後、アッセンブリー教団への加入が続き、１９１８年には７２８名の教職となる。１９１８年、セントルイスにあった本部は、ミズリー州スプリングフィールドに移転し、本部の移転と共に第六回総会が開催された。そして、第二回の教理的論争が起こる。すでに１９１７年「基本教理の声明」で「聖霊のバプテスマの証拠は異言である。」と表明されており、また、トペカのリバイバル以前、ペンテコステ運動の特徴としての信仰表明として自明のこととされていた。しかし、この第六回総会では「聖霊のバプテスマの客観的証拠として異言を語る」ことが中心議題となった。ダラスのＦ・Ｆ・ボスワースは、教団創立発起人の一人でもあり、雄弁で有能な牧会者であったが、彼は「異言は唯一の証拠ではない」と主張した。彼は第一コリント１２章３０節「みんなが異言を語るだろうか」いや「語らない者もいる」を結論づけた。しかしそこで言われているのは「賜物としての異言」であって、「証拠としての異言ではない」ことが確認され、人間の経験に聖書を合わせるのでなく、聖書の経験に人間の経験を合致させるという視点で、ここに「受霊の証拠としての異言」の教理が確立された。
          第四課　　成長と形成の戦い
Ⅰ　ペンテコステ運動の急激な拡大の理由と問題
　２０世紀のペンテコステ運動の拡大には、米国における働きが、大きな影響力をもっていた。南北戦争後のアメリカの教会は、中流階級指向の華美に走り、労働者や社会的下層階級の人々は受け入れられない状況にあった。このような人々の霊的な要求をペンテコステ運動は満たしつつ成長し、１９３０年代の世界大恐慌の経済社会の混乱の中で、確固たる運動基盤を形成することになる。
　米国のペンテステ運動の拡大の要素は、幾つかの点にまとめることができるが、その一つは婦人が用いられたということである。リバイバル集会はムーディーやフィニーによって行われてきた、大テントの集会形式が用いられ、
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そこでは必ずいやしと奇跡が現わされ、ペンテコステの教会が生み出されたが、メアリー・ウッドワースエターや、エミー・マクファーソンの働きが特に有名である。マクファーソンは、都市部の人々や知的階層の人々に受け入れられ、強烈な印象を与えるパフォーマンスと奇跡的いやしの業で大群衆を引き付け、救いに導いた。彼女の影響で、アッセンブリーは都市伝道に大きく勢力を伸ばした。受霊経験は、男女の差別や、社会的文化的人種差別を取り払い、黒人や婦人が牧師、宣教師として活躍する道が開かれた。彼女はアッセンブリーの教職であったが、後にインターナショナル・チャーチ・オブ・フォースクエアー・ゴスペルを創立することになる。
　次にペンテコステ運動の拡大の要となったのは、信仰雑誌や新聞の刊行が大きな力となった。パーハムも「使徒的信仰」を発行し、月二回無料で配布した。ノルウェーのバラットの「十字架の勝利」、英国のボディの「確信」など多くが発行された。アッセンブリーの「み言葉と証し」「エバンジェエル」は、特に有名である。
　三つ目に、新しい霊的礼拝は、人々に霊的な満たしと平安を与えた。それは聖霊経験による変革であり、「生ける神」を大胆に証しした。そして、奇跡といやしが決定的な人を引きつける力となった。ペンテコステ運動は、初期においては名前だけの、眠っているクリスチャンを覚醒していった。そして、クリスチャンが実に効果的な奉仕をするために、力を賦与されることが聖霊のバプテスマであるという考えから、全ての教派、教会に受け入れられていった。しかし、ペンテコステ運動が牧会的に既成教会を混乱させると感じさせたり、実際、行き過ぎた狂信的傾向をもっていると思われ始めると同時に、既成教派、教会から拒絶されるようになる。しかし、ペンテコステを経験した人々は交わりを深め新しい教会を形成するようになり、その数は急激に増えていくことになる。そして過去において、教会のどのような刷新運動も、既成教派、教会に弾圧され、迫害されたように、ペンテコステ教会も同じ道をたどることになる。実際に初期は聖霊の賜物について誰も経験していないため、牧会的に混乱が起こることがあった。ペンテコステ天幕リバイバル集会の後、受霊した人々の扱いができないため、既成教会では争いが起きた。そのために、ペンテコステ運動への嫌悪感が、拒絶、迫害、傷害、放火、殺人という図式でエスカレートし、悲劇的な事件も数多くおこった。
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　ペンテコステ運動もこのような状況の中で、霊的経験が短絡的に狂信性を増幅し、いやしを強調して医薬を否定し、聖霊の導きを強調して礼拝の秩序を無視するというような事が起こっていたことも事実である。このような問題が聖書的な基準によって全ての人に理解され、正常化していくのには時間を必要とした。
Ⅱ　アッセンブリー教団の成長とキリスト教会の動向
　ペンテコステ運動から成立した教会と既成教会の間には様々な要因によって拭いがたい隔てができ、対立的な状況からペンテコステ教会は孤立化し、それは、１９２０年頃から１９４０年代、約２０年間にわたった。
　伝統的な福音教会は、一方で近代主義神学の侵食にさらされ、聖書の権威の回復を図りつつ、一方で１９２８年に根本主義大会がシカゴで開かれ、ペンテコステ主義を否定する声明文を出して公式に立場を明らかにした。この中でペンテコステの教会は「サタンの偽作」として異端視された。
　このような状況で中で、アッセンブリー教団ではワンネス事件をきっかけに、１９１６年の第四回総会で「基本的真理の声明」を採択し、自らの依って立つ神学的な基本となる教理を明らかにした。その第一は聖書観についてであり、保守的根本主義と同じ立場によることを表明し、第二に、「三位一体」の正統的教会の神観を採択した。このことによって健全な聖書信仰に根差していることを、内外に立証したのであった。聖霊の満たしは団体と教会を大きく拡大成長させていった。アッセンブリー教団は、信仰告白を確立し、組織による効果的宣教をすすめる時期を迎える。組織は長老派と組合派を折衷した「混合政体」を基本にし、地方教会は自主自治をもち、会衆制であって全国に執行長老会を設置して事務に当たった。教団創立当時より主要課題であった海外への宣教師団後援をどのようにするかも、組織化の大きな動機となっていた。一般的に既成教会は、ペンテコステ運動は一過性の現象と受け止めていた。しかし、アッセンブリー教団を中心に、１９２０年から１９４０年まで目覚ましい成長をとげ、海外宣教での功績は良い評価を受けた。
　一方、２回の世界大戦において軍人伝道が進められ、特にアッセンブリー
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のチャプレンの貢献は評価された。このようにしてペンテコステ運動は、決して一時的なものでなく、聖書的健全な教会として認められ、１９４３年５月３日、根本主義運動の継承者が中心となって、シカゴで開催された聖書を信じるクリスチャン連盟を結成する集まりにペンテコステ教派も招かれるという歴史的出来事があった。アッセンブリー教団から１０６名の代表が参加した。そして、全米福音主義連盟が採択した声明書に署名したのであった。この事に対して、全くペンテコステ派の中から批判がなかったわけではなかった。しかし、ペンテコステ派と福音主義教会の対立と憎悪の問題を取り去り、新しい強調の時代を迎える歴史的出来事であったことに変わりない。そして、米国アッセンブリー教団総理Ｇ・ジンマーマンが全米福音主義連盟の議長に就任するにおよび、アッセンブリーは、福音主義陣営のリーダー役存在として使命を果たすことになる。米国アッセンブリー教団は、国内のみならず海外で多くの成果をあげた。
　初期のペンテコステ運動の成長要素とともに米国アッセンブリーの発展には、四つの要点があった。第一は海外宣教への熱意であった。聖霊の満たしは伝道への力となり、全世界に出て行って福音を伝える働きを実践していったといえる。第二は教区、教団での総会－コンベンション（聖会）であった。宣教成果を報告し、共に祈り霊的にリバイブされる機会となった。第三に出版物－「エバンジェル」や「み言葉と証し」は教団相互のコミュニケーションと祈りの環をつくる情報源であり、リバイバルのニュースを得る大きな糸口となった。第四に聖書学校であり、有為な人材を輩出した。アッセンブリー教団の成長の大きな要素となった。米国アッセンブリー教団はその組織が霊的勢力、経済力をして多くの国々のアッセンブリー創設に貢献した。一方ヨーロッパでも、各地のペンテコステ運動によって出来た教会が、宣教師を海外に送り出した。しかし、英国ではペンテコステ運動は辛酸をなめ、勢力は思うように拡大せず、１９８０年以降に英国アッセンブリーは大きく成長のステップを歩み出すことになる。
第五課　　新しいペンテコステ運動と
                  日本のペンテコステ運動の
                                                      始まり
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Ⅰ　カリスマ運動の働き
　ペンテコステ運動によって発生したグループは、大きく三つの流れに別れる。ホーリネス・ペンテコステ・グループ。第二にアッセンブリー教団などバプテスト・ペンテコステ。そしてワンネス・ペンテコステ・グループである。１９４３年シカゴで開かれた全米福音主義連盟にアッセンブリー教団やチャーチ・オブ・ゴッド教団が加盟して、キリスト教界でのペンテコステ派と他の教派との交流の糸口ができた。また信徒の活動によってもペンテコステの恵みは広げられていった。
　ロスアンゼルスの実業家デモス・シャカリヤンは、祖父の時からペンテコステ派の信徒であった。１９５１年、彼はいやしの大伝道者オーラル・ロバーツの助言によって、実業家のための集いを開いた。２１名のメンバーが集まり、挫折を繰り返しながらも超教派に呼びかけて輪を広げていった。この集いは原則的に教会の外、ホテルで愛餐をとりながら証詞とさんび、メッセージを聞く様式をとった。誰もが自由に出入りできるホテルはあらゆる教派の柵を取りのけていった。その集会で多くの人々が異言の伴う聖霊のバプテスマを受け、いやしを経験した。この超教派のペンテコステ運動は、国際純福音事業家親交会の名称のもと、ペンテコステの真理を教派を超えて伝える使命を果たした。この新しい運動をカリスマ運動と呼ぶようになった。
　１９６０年、ロスアンゼルスのバンナイズ英国聖公会聖マルコ教会の司祭デニス・ベネット師の受霊経験によって、受難週の聖日メッセージは、受霊のしるしとして異言を語るということが語られた。その後、そのことをめぐって意見の相克が続き、ベネット司祭はその教会を辞任することになる。この事は一大ニュースとなり、一般新聞、雑誌が取り上げ、マスコミの知るところなった。彼はシアトル近郊の聖ルカ教会に招かれ、伝統を守りつつカリスマ的集会を開き、「聖霊のバプテスマ」や「聖霊の賜物」について体験的に語り、多くの超教派の人々が集い、カリスマセンターのようになり、聖公会をはじめ、既成の教派に大きな影響を与え、カリスマ運動は急激な早さで世界に拡大することになる。
　南アフリカでフランス人ユグノー（フランスのカルバン派プロテスタント）
信徒の家に生まれたディビット・デュプレイシスは、９歳の時、彼の父がア
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ズサ・リバイバルを二人の米国宣教師から聞いて、ディビットも１３歳で受霊する。彼はジャーナリストとなり、第二回世界ペンテコステ大会の書記となる。やがて米国に移住し、全ペンテコステ教会を国際的に統一するビジョンをもった。更にキリスト教全教派がペンテコステの真理を理解することを願い、ＷＣＣ（世界キリスト教協議会）を訪れ、熱心に説明したことから、リベラルな人々には絶対受容されないと思っていた壁が崩れた。その後、ＷＣＣの国際大会に招かれ、それぞれの教会の歴史と伝統を理解しながら、聖霊による一致、聖霊のバプテスマを強調し続けた。そして教会の自己刷新の鍵は、聖霊のバプテスマをにあることに気づかせることになった。
　１９００年から１９４０年代はペンテコステ派の確立の時代とすると、１９５０年代から教派を越えたカリスマ運動が始まったといえる。前者をクラッシク・ペンテコステといい、後者をネオペンテコステと呼ぶようになる。
　カリスマ運動とは既成教会の中で異言の伴う聖霊のバプテスマによる自己刷新をする働きであり、既成教派の中で拡大し、教会の自己変革の力となっていることをいう。カリスマ運動は、カトリック教会にも受け入れられ、今日その働きをカトリック・ペンテコステと呼ぶようになっている。
Ⅱ　日本におけるペンテコステ運動
　日本におけるペンテコステ運動は、Ｃ・Ｆ・ジュルゲンセン一家の来日に始まる。ジュルゲンセンはドイツのキール地方から米国に移住して、クリーブランド市の東部地域で雑貨商を営んでいた。家族はルーテル教会のクリスチャンであった。一人の息子と二人の娘があった。末娘アグネスが病弱で両親は困っていた。この時、アライアンス教会ではペンテコステ・リバイバルの恵みが満ち、いやしの業は日常的に現わされていた。ジュルゲンセン夫人は、相当距離のある西部郊外のアライアンス教会の礼拝に、アグネスを連れて出席した。そこで不思議な聖霊の取り扱いを受け、アグネスはいやされ夫人は異言の伴う聖霊のバプテスマを受けた。この出来事に感動したＣ・Ｆ・ジュルゲンセンは受霊するまで６ケ月にわたって商売を休んで祈った。やがて受霊し、日本宣教への使命を確信した。１９１３年、３０年間築き上げてきた財産を整理し、夫人と二人の娘とを伴い西部へ出発した。この時彼はす
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でに５１歳であった。息子ジョンは米国に残った。彼らはロスアンゼルスに６ケ月滞在し、使命を確信する時を過ごし、その間ペンテコステのキャンプに参加し、祈りを訴えた。その時はまだアッセンブリー教団は成立していなかった。そして、彼らは東洋の知らざる国、日本へ向かった。彼らをサポートしてくれる教会も教団もなかった。何の保証もないまま、全能の神が全てを備えられるという信仰に支えられて船出した。１９１３年８月、横浜に上陸し、東京の上富士、本郷などに伝道所をおき、伝道をすすめた。１９１４年米国アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団が設立されて、ジュルゲンセンは教団加入への招きを受け、加入する。１９１９年息子のジョンが、夫人と共に来日し、宣教師として両親の伝道に協力する。１９２２年ジュルゲンセンは、ジョン家族を残して一時帰国することになった。その間留守を守るジョンの所へ、弓山喜代馬が導かれてきた。彼はペンテコステの真理にふれ、ジョンから聖書を学び、滝野川宣教師館で伝道に協力するようになる。初めての日本人ワーカーとして弓山は用いられた。１９２７年ジュルゲンセンの財産と共に米国の教会からの７５００ドルを合わせ、東京北区滝野川に神召教会を建設した。
　続いてＪ・ウェングラー、Ａ・マンロー、Ｂ・モーア、ミス・ストロープというペンテコステ系の宣教師が来日した。関東に在住する宣教師と日本人教職に呼びかけ団体が構成され、ジュルゲンセンが議長となり、「ペンテコステ教会」を名称としたが、後に「日本聖書教会」と呼称するようになる。
　日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団の結成は、第二次世界大戦後、宣教師が戦中本国に送還されているのが解除されて、再来日してから始められることになる。Ｊ・Ｗ・クートは横浜で伝道を開始し、内村誠一、沖千代を導くが、関東大震災以降関西に移り、聖書学院を開設する。クートはユニテリアン・ペンテコステの影響を受け転向したことから、内村、沖はアッセンブリー教団に合流することになる。１９２３年、キリスト伝道隊の指導者、柘植不知人のリバイバル集会で、大阪粉浜に教会が設立される。単立教会として教理に拘束されないで霊的恵みを求めていた粉浜教会は、伝道隊の巡回伝道者であった村井屯を教師に迎え、著しい聖霊経験が会衆に起こった。村井はすでに伊藤智留吉（篠原教会創立者）によってペンテコステの恵みを受けていた。後に大阪野田のホーリネス系の伝道決死隊の川崎一が聖霊を求め
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て粉浜教会に来会し、受霊する。１９４１年彼は招かれて牧師となり、戦後日本アッセンブリー教団創設に教会共々参加した。粉浜教会は成長し、多くの教会を関西に生み出し、数多くの献身者を輩出して日本アッセンブリー教団に貢献することになった。
第六課　　日本アッセンブリーズ・
          オブ・ゴッド教団の成立と発展
Ⅰ　日本のペンテコステ教派と教理の問題
　１９４１年（昭和１６年）、「日本聖書教会」は台湾の真耶蘇教団から招聘を受けて、村井、川崎、上井、長島が訪台する。その目的は日本の教会との協力により、宣教を拡大する事にあった。渡台した教職は真耶蘇教団がユニテリアン・ペンテコステであることを理解した。しかし、村井と上井は「日本聖書教会」を離脱し、「イエスの御霊教団」を創設した。
　ペンテコステ運動は、発生以来様々な教理的な戦いを聖書の真理に基準をおいて対応してきた。日本でもペンテコステ運動において初めて教理問題が出現することになった。「イエスの御霊」が提起した教理問題は、①異言は聖霊のバプテスマのしるしだけでなく、新生による聖霊の内住の「しるし」
としていること。異言を語ることが救いを受けた確証になるというもので、
救いを受けた「しるし」として異言を語り、異言を語らなければ救われてい
ないとしたこと。②教会史上でも異端として扱われた「イエスのみ名」によ
る様態論的三位一体論であること。③死者にバプテスマをほどこす問題、で
あった。「日本聖書教会」はこの教理に同調できないとした。日本でのペン
テコステ運動においても、既成教会と福音派諸教会との間と共に、ユニテリ
アン系ペンテコステとの間にも深い溝が生まれ、交流をしなくなる状態が続く。昭和も１０年代に入り、日本は軍国主義の頂点に達し、政府は思想弾圧を強化し、宗教の統制を始める。１９３９年（昭和１４年）に宗教団体法が
制定される。１９４１年太平洋戦争が始まり、「日本聖書教会」も全教派合
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同教会日本基督教団の第１０部「日本独立キリスト教同盟グループ」に加入する。１９４５年（昭和２０年）８月１５日大戦は終息する。戦時中、教会は弾圧のために壊滅状態となり、殆どの信者は離散した。しかし、戦後絶対主義統制は廃止され、基本的人権が保証される時代を迎えることになった。アッセンブリーの源流となった教職、信徒達は戦後いち早く伝道再開の意欲に燃え、１９４７年（昭和２２年）、４月、第一回聖会を藤沢市の長後教会で開き、５月には大阪の粉浜教会、８月には教職合同研修会、１０月には再び長後でというように連続して聖会が開かれ、著しく聖霊が注がれた。１９４９年（昭和２４年）３月１５日、戦後再来日した宣教師、日本人教職、１３教会関係者が東京滝野川神召教会で教団設立総会を開いた。議長に川崎一が就任、名称、規則が決議された。米国宣教師７名、日本人教職は弓山、菊地、川崎、内村、田中など１２名が出席した。初代総理として弓山、理事として川崎、田中が選出された。この総会に参加した教会は、神召、粉浜、岡山、福岡、篠原、七条、浜松、神愛、関城、長後、八王子、池袋の１３の諸教会であった。１９４９年（昭和２４年）４月２９日、正式に日本キリスト教団より離脱し、日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団の歴史が始まることになった。創立時、教会１３、教職１９、信徒８００をもって戦後の社会混乱の中で、ペンテコステの真理を掲げる教団として宣教を開始した。１９５０年東京駒込に土地１７００坪を取得し、中央聖書学校が設立される。滝野川神召教会で開いていた聖霊神学院は、発展解消された。中央聖書学校は、米国アッセンブリー教団の、経済的、人的支援を受け、伝道者の養成が着実にすすめられた。校長には弓山が就任し、邦書ではペンテコステ関係の書籍が全く無い時、英書から講義をすすめ、今日の教団の指導的教職を養成した。更に弓山は、全国聖会、教区聖会の講師として、教団形成の神学的確立、霊的啓発などに徹底的に打ち込んだ。日本アッセンブリー教団の成立期、形成期を通して弓山の果たした役割は計り知れない。
　日本には他にチャーチ・オブ・ゴッド、オープンバイブル、フォースクエア・
チャーチ、日本ペンテコステ教団、北欧各国のペンテコステ系諸教団などがあるが、拡大していない。原因の一つは、優れた日本人指導者の不在と、教会の自立性の不足にあるといわれている。但し、日本福音ペンテコステ教団（旧ユナイト・ペンテコステ教団）はワンネスであって、私たちと信仰を
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共にしない。
Ⅱ　日本アッセンブリー教団の形成と成長
　日本アッセンブリー教団は、１９５１年の総会で教団、教会の基本的方針として「自主経済、自主伝道、自主政治」を土台にすることを確認した。当初より海外ミッションによる援助から、協力態勢への転機を目指していた。それは、やがて日本の教会が海外宣教へ踏み出すことによって実証されることになる。教団創立５年にして３７教会、日本人教職５０人、信徒２６１９人と急増加、実に３倍に達した。１０周年では、急激に拡大する教勢に並行して教会の確立と形成、即ち信徒教育と訓練に力を入れる時であった。２０周年を迎えるときには、完全に自主経済は達成されていた。１９５８年、創立１０周年には、教会６３、教職１３７名、信徒５０００名を数えるにいたった。教団組織化もすすみ、青年部（ＣＡ）に続いて伝道部、日曜学校部が設置された。全国の宣教の進展とともに教区が設置された。１９５４年、出版部が設置され、印刷物が宣教の力を発揮する。１９６１年（昭和３６年）海外宣教部が設置され、初めての宣教師が沖縄（本土復帰していなかった）へ派遣された。宣教師派遣は、教団の形成目標達成の一つの節目と考えることができる。１９７８年「教会成長」に併せて開拓伝道が再検討され、その中から献身者の確保のための熱い祈りが再燃した。１９８３年、伝道研究委員会で「教団の長期総合計画について」をテーマに構想がまとめられ、８５年の教団総会において議決された。この計画を「アッセンブリー１９９９」と呼び、世紀末を目指すと共に１９９９年の教団５０周年の歴史的節目を意義あるものとするため、教団をあげて取り組んでいる。それは、２５０教会、２０００人の信徒を目標とするもので、組織、伝道、教育、経済など、あらゆる観点から詳細にわたる伝道計画である。そこには三つの基本方針がある。第一は開拓伝道による教会数の増加、第二は青年伝道による献身者の確保、第三は教会成長による会員の増加である。「み言葉に立ち、聖霊に導かれる」日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団として２１世紀を目指している。
　日本では１９４０年代からペンテコステ運動が開始されてから、既成教会の偏見に満ちた拒絶態度の壁を除くには時間がかかることになる。１９８５
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年１１月、教団総会において日本における福音派諸教会の協力連絡機関である、日本福音同盟に加入することを議決した。しかし、同盟における内部意見調整に３年を費やし、１９８８年ようやく日本福音同盟に迎えられる事になった。
　このように日本におけるペンテコステ運動は、戦後において本格的な働きが始まったといえる。アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団では、米国を初めカナダ、英国、オーストラリアからの宣教師が来日し、１９５５年（昭和３０年）には４３名に及んだ。日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団が形成期から成長してきた大きな要素があるとすれば、第一に全国聖会や教区聖会、ＣＡ（青年）キャンプにあったと言える。会衆は聖書のメッセージに啓発され、聖霊のバプテスマを受け、宣教使命に満たされて各教会に帰り、教会形成と成長に多くの影響を与えた。第二に、このような聖会、キャンプでは多くの献身者が起こった。聖書学校はその人達を訓練し、全国の伝道拠点に派遣した。第三に、海外からの宣教師の協力を挙げることができる。特に米国アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団の財政的支援は、大きな活動力と教会建設に結実した。
　ペンテコステ運動は、聖霊の自由を主張することから、聖霊のバプテスマによる自己刷新から既成の教会体制への厳しい批判となり、制度組織、神学、教理、礼拝形式を否定するプロセスをふんだため、分派－セクトとしての批判を受けた｡しかし､それは初期における教会体制への反動としての熱狂的現象であって、基本的に「聖書は唯一の信仰生活の基準」としている限り、健全さと調和のある聖霊の本質に基づいた教会に回帰することになる。感性、知性、霊性において逸脱があった事を反省しながら、成熟した教会に成長し、時間と共に文化的、経済的水準は改善され、１９６０年代頃より明白にその社会的教会の存在意義を自ら確保した。日本のキリスト教界、一般社会からも評価される存在となり、キリスト教会史において２０世紀に必然的に神が起こされた運動としての意義をもつことになった。
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